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檜
山
合
同
教
育
研
究
領
域
問
題
別
集
会

が
八
月
三
〇
日
（
土
）
に
乙
部
町
生
き
が
い

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
四
五
名
が
参
加
し
、
レ
ポ
ー
ト
一
二
本

が
報
告
さ
れ
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ

ま
し
た
。 

 

 

全
体
発
表
で
は
、
鶉
小
学
校
の
土
佐
林
洋

介
さ
ん
が
「
平
和
を
題
材
と
し
た
授
業
実
践

と
課
題
」
、
江
差
小
学
校
の
越
前
秀
一
さ
ん

が
「
憲
法
の
学
習
に
つ
い
て
」
の
実
践
報
告

を
行
い
ま
し
た
。 

 

土
佐
林
さ
ん
は
、
昨
年
、
長
崎
で
行
わ
れ

た
原
水
爆
世
界
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
オ
リ
バ
ー
ス
ト
ー
ン

氏
（
米
国
映
画
監
督
）
の
言
葉
に
今
回
の
実

践
の
発
端
が
あ
る
と
語
り
ま
す
。
氏
は
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
を
描
い
た
「
プ
ラ
ト
ー
ン
」
と

い
う
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
監
督
賞
も
受
賞
し
た
方

で
す
。
氏
が
日
本
滞
在
中
、
様
々
な
日
本
の

若
者
と
対
面
し
、
驚
い
た
こ
と
は
、
自
分
た

ち
の
国
が
昔
、
直
面
し
た
「
戦
争
」
に
も
関

わ
ら
ず
、
他
人
事
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
こ

と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
土
佐
林
さ
ん
は
、「
戦

争
」
と
い
う
事
実
を
直
視
し
、
ど
う
や
っ
て
、

他
人
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に
授
業
実
践
す

る
か
悩
ん
だ
と
吐
露
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
戦

争
体
験
者
の
話
し
を
丁
寧
に
聴
き
取
る
」
こ

と
や
「
劇
で
発
表
す
る
」
こ
と
、
そ
し
て
、

事
実
を
基
に
「
討
論
す
る
」
こ
と
を
大
切
に

し
た
実
践
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

越
前
さ
ん
は
、
ま
ず
、
社
会
科
教
師
と
し

て
、
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
語
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
「
公
民
的
資
質
の
基
礎
を
養
う
」
こ

と
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
「
全
て
の
国
民
は
、

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
（
憲
法
一
三
条
）」

「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し

て
は
な
ら
な
い
（
同
・
一
九
条
）」
を
子
ど

も
も
有
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
教
師
と
し
て
の
姿
勢
を
示
し
ま
す
。

そ
し
て
、
必
要
な
情
報
を
提
示
し
、
子
ど
も

た
ち
の
思
想
形
成
の
自
由
を
保
障
し
た
授

業
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。 

二
人
と
も
、「
平
和
」
や
「
人
権
」
と
い

う
、
人
格
形
成
に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
こ

と
を
丁
寧
に
実
践
し
た
も
の
で
、
参
加
者
か

ら
は
、
「
戦
争
は
、
他
人
事
で
な
い
こ
と
を

実
感
さ
せ
た
い
」「
大
切
な
問
題
だ
け
に
深

く
、
教
材
研
究
が
必
要
。
何
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
か

非
常
に
参
考
に
な
っ

た
」
と
い
う
感
想
が

数
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。 そ

の
後
、「
学
級
づ

く
り
と
生
活
指
導
」

「
職
場
づ
く
り
」「
父

母
地
域
関
係
づ
く
り
」「
い
じ
め
・
不
登
校
・

教
育
困
難
」
の
４
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
な
ん
か
、
自
分
を
取
り
戻
し
た
感
じ
が
し

た
」「
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
も
あ
り
、
課
題
や
困
難
が
共
有
さ
れ
る
と

と
も
に
、
日
常
を
い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
振
り

返
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

次
回
、
檜
山
合
研
教
科
等
集
会
が
十
月
四

日
（
土
）、
厚
沢
部
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
す
。 
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２０１４年度檜山合同研究集会 

～領域問題別集会～ 

「
平
和
」
や
「
人
権
」
を
学
ぶ
こ
と 

～
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
授
業
を
考
え
る
～ 

檜山合研「実践報告」の感想 

○戦争を知らない世代である自分たちが、戦争について語っても何も説得力が

ない。その中で、再び戦争を起こさないために、教え子が他人を殺めないように

指導していく、子どもたちに考えさせていくことは、とても大変で、難しいことだと思い

ました。「平和」について、「戦争」についての知識は、もっと勉強していかなければ

ならないテーマだと実感させられました。 

○子どもの頃、学校行事の中で、“平和の集会”というものもあるくらい、様々な

機会で、戦争の悲惨さ、平和の尊さについて学んできました。そういう中、幼いな

がら強く根づいたのは、「戦争は絶対ダメだ！」ということでした。それは大人にな

った今でも私の根底にあって、戦争について、平和について、学んでいかなければ

(伝えていかなければ)ならないという焦りにつながっていると思います。資料の提

示などについて、お話しもありましたが、小学校１年生～６年生まで、それぞれの

段階で伝えられる伝え方があると思うので、そのためには、提示の仕方を自分が

選択できる力を付けていく必要が在ると感じました。ありがとうございました。 

○最近の自然災害のニュースを見て、「自分の家がこうなったら・・・」「自分の

友だちが亡くなったら・・・」「自分の・・・」と自分におきかえて想像し、心が痛む。平

和教育、憲法学習においても、「自分の国が・・・」「自分の地域が・・・」「自分の

親しい人が・・・」と想像し、自分の考えを持つことが大切だと感じた。そのための資

料の工夫を今後研究していきたいと思いました。 

○子どもたちとの関係の中では、いいたいことも、やりたいこともあるけど、子ども等

の語る権利、考える権利？として、必要な資料・知識を中立に提起しようする

と、僕らはちゅうちょしてしまいます。そんな取り組みを先行実践している点に、感謝

と賞賛をおくります。 

○平和・人権という大きな問題を直視し、それを子どもたちに授業として提示し、

考えることに、勇気と真髄を感じた次第です。私も一教師として発奮したいと思

いました。 

○お二人の話は、とても深いお話しでした。子どもたちへどうしたら伝わるか、どう

教えるかを深く勉強しています。その姿勢がステキでした。がんばって欲しいです。 

○お二人の実践は、非常に興味深く聴かせていただきました。平和・人権という

大きな問題を直視し、それを子どもたちに授業として提示し、考えさせることに勇

気と教師としての真髄を感じた次第です。これからもお二人の活躍を期待しま

すし、私も一教師として発奮したいと思いました。ありがとうございました。 実践発表を聴く参加者 
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八
月
二
三
日

（
土
）
、
乙
部
町

「
交
遊
館
」
に
て
、

文
化
活
動
講
座

が
開
催
さ
れ
、
一

三
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
例
年
の

よ
う
に
「
こ
ぶ
し

座
」
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
今
年
は

全
員
で
「
三
宅
島
木
遣
り
太
鼓
」
「
し
の

笛
」
を
学
び
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
す
る

と
い
う
先
生
や
、
太
鼓
を
た
た
く
こ
と
自

体
が
初
め
て
と
い
う
先
生
も

い
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
み
ん

な
で
披
露
し
合
う
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
「
太
鼓
っ
て
、
な

ん
か
い
い
！
」
と
太
鼓
の
魅
力

に
と
り
つ
か
れ
た
若
い
先
生

も
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
次
の
日
、
今
年
は
、
奥
尻
で
「
出

張
講
座
」
を
開
き
、
「
桧
山
座
」
か
ら
、

鈴
木
伸
吾
さ
ん
（
滝
沢
小
）
、
中
川
真
一

さ
ん
（
館
小
）
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

演
目
は
、
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
と
「
ぶ
ち
合

わ
せ
太
鼓
」
。
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
内
の
小
学
校
と
中
学
校
か
ら
、
二
〇
代

か
ら
四
〇
代
後
半
ま
で
の
一
四
名
が
参

加
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

「
奥
尻
出
張
講
座
」
で
参
加
し
た
二
名
の

先
生
か
ら
の
感
想
で
す
。 

『
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
は
小
さ
い
頃
か
ら
踊

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ソ
ー
ラ
ン
節
は
初
め
て

の
体
験
で
し
た
。
と
て
も
楽
し
く
覚
え
る
こ

と
が
で
き
、
子
ど
も
達
へ
の
指
導
に
も
大
変

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
翌
日
か
ら
２
日
間
は
筋
肉
痛
に

お
そ
わ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
体
力
の
な
さ
を

実
感
し
、
子
ど
も
達
に
し
っ
か
り
教
え
る
た

め
に
も
運
動
し
な
け
れ
ば
、
と
痛
感
し
ま
し

た
。
』（二
十
代
男
性
） 

『
自
宅
と
学
校
の
往
復
だ
け
に
な
り
が
ち

な
島
生
活
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
２
０
代
の
若
い
先
生
方
と
踊
っ

た
り
、
太
鼓
を
た
た
い
た
り
し
た
の
は
、
大

変
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
人
が
集
ま
っ
て
、

一
緒
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
何
か
を
完
成

さ
せ
て
い
く
の
は
、
と
て
も
楽
し
い
も
の
で

す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
日
の
夜
か
ら
筋
肉

痛
が
始
ま
り
、
太
も
も
と
腕
に
き
ま
し

た
！
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
も
良
い
け
ど
、
民
舞
も

演
歌
の
よ
う
に
体
に
し
み
わ
た
り
、
「
あ
な

ど
れ
な
い
な
あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。
波
に

揺
ら
れ
な
が
ら
島
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
二

人
の
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
』（四
十
代
女
性
） 

文
化
活
動
講
座
実
行
委
員
会
は
、
学
び
た

い
と
い
う
要
求
が
あ
る
限
り
、
講
座
は
続
け

て
行
き
た
い
と
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
参
加
者
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

奥尻の子ども達にホンモノのソーラン節を伝

えたい、ホンモノの和太鼓を教えたい、そんな熱

心な奥尻の先生方の思いにこたえるように、講

師の先生方も前日の乙部での疲れをもろともせ

ず、熱意あふれる指導をしてくださいました。 

前日の夜、この時期としては珍しく２０分もフェ

リーが遅れました。（つまり、かなり揺れたという

こと）そんな大変な中で島入りした二人の先生方

にはとても感謝しています。 

奥尻支部：山崎直子記 

檜山合研「実践報告」の感想のつづき 

○お二人の実践報告。とても落ち着きのある語り口ですすめられ、お二人自

身が何か重要なことを確信しながらの授業であることを感じ取れました。その

確信とは、「平和と民主主義」への彼ら自身の深い洞察にあると思いました。

そして、そのことを授業を通して、子ども達と学び合うこと自体がとても意味ある

ことだと感じているのでしょう。そのことがお二人の教育実践へのロマンになって

いることも感じ取れました。このようなお二人と職場をともにし、授業論・子ども

論を旺盛に語り合いながら、毎日が送れると幸せなのにとも思っていました。 

○若い先生たちがすばらしい実践をするのを見て、大変うれしく思います。檜

山教組の力と将来に安心しました。 

○自分たちの歴史を知らない若者が多くなっていることを土佐林先生に出

会った子どもたちはクリアーできそうで幸せだなぁと思いました。越前先生の授

業では、憲法のことを学ぶと共に、“自分なりに考えをもつこと”“今からニュー

スにも目を向けること”“積極的に選挙などで政治参加すること”など視野が

広がっていることがステキだと思いました。 

○人それぞれ、「意見」は様々ありますが、「事実」は一つです。そして、「戦争

はダメ」というのは、人としての「道理」なので、どんな立場の人も同じ思いとい

っても良いと思います。難しく考えず、臆することなく、その「『事実』と『道理』に

基づいて、未来の子どもたちのために、授業をすればいいんだ」と思う事ができ

る実践報告でした。眼を拓かせていただきました。ありがとうございました。 

指導を受ける参加者 

三宅島木遣り太鼓の指導風景 


